
第２回運転責任者運営委員会 議事要旨 

 

１ 日 時    平成２０年 ３月１３日（木） 

         １３時３０分 ～  １７時００分 

 

２ 場 所    日本原子力技術協会  特別会議室 

 

３ 議 題 

（１）会議定足数の確認、議事次第と配布資料の確認 

（２）代理出席者の承認 

（３）前回議事録の確認 

（４）品質マニュアルの内容について 

（５）委員会規約について 

（６）判定プロセスに係る公開の考え方について 

（７）試験問題出題範囲の考え方について 

（８）シミュレータ訓練施設の認定方法について 

（９）原子力発電所運転責任者に係る合否判定等業務に関する規程(案) 

（１０）口答試験及び講習の外部委託について 

（１１）ＪＥＡＣ４８０４に基づく原子力発電所運転責任者判定業務の開始について 

（１２）判定業務準備状況評価方案について 

 

４ 出席者：(敬称略、順不同) 
（委員）北村委員長、明石（高橋委員の代理）、伊東委員、志田委員、大須賀委員、 

島津委員、月川委員 
 （原技協）鈴木専務理事、成瀬理事  
（事務局）阿部、浦野 

 
５．議 事 
（１）会議定足数の確認 
   会議定足数（委員の３分の２以上の出席）を満足しており、委員会が成立すること

を確認した。 
 
（２）代理出席者の承認 

   北村委員長により、高橋委員の代理として明石氏の出席が承認された。 

 
 



（３）前回議事録の確認 
   前回議事録が、了承された。 
 
（４）品質マニュアルの内容について 

   事務局より、品質保証計画書の運転責任者に係る部分の説明を実施した。 

   [主な意見] 

   ①品質文書についてはまとめて一覧表として管理すべきとの意見があり、一覧表管

理について検討することとした。 
 
（５）運営委員会規約について 
   事務局より、前回委員会での課題となった部分についての説明を実施した。 

   [主な意見] 

  ①判定スキームの維持は重要なことなので、プロセスの実施状況の分析をしっかり

実施すること。 
   ②委員の遵守事項は、目的での記載により確認できるため削除すること。 

 
（６）判定プロセスに係る公開の考え方について 

   事務局より、公開に係る基本的な考え方を説明した。 

   ［結論］ 

   ①運営委員会の議事内容については個人情報、ノウハウ部分を除いて公開する方向

で検討する。 

   ②試験問題バンクの公表については試験問題委員会にて検討する。 

   [主な意見] 

   ①運営委員会でスキーム開発状況を議論した内容は、原子炉設置者、受験者、訓練

施設は是非とも知りたい情報であり、「原則は公開」の姿勢で臨み、個人情報、ノ

ウハウ、ＰＰ関連することがあればその部分は例外的に削除するといった方針に

してほしい。 

   ②公開のみが透明性確保ではない。トレーサビリティがしっかりしていれば透明性

を確保していることになる。必ずしも一般に公開しなくても透明性は確保できる。 

   ③試験問題バンク公表の検討は、より適切な場で検討してほしい。 
 
（７）試験問題出題範囲の考え方について 

   事務局より、出題範囲の基本的な考え方を説明した。 

   ［結論］ 

   ①試験問題出題範囲は試験問題委員会での審議結果を運営委員会に報告する。 

   [主な意見] 



   ①出題範囲は受験生等にとって関心事であるので、試験問題委員会等で議論するこ

と。 
 
（８）シミュレータ訓練施設の認定方法について 

   事務局より、認定方法について説明し、一部の表現を修正することで了承された。 

   [主な意見] 

   ①JEAC4804に従う[シミュレータ訓練施設認定基準]に基づき、・・とあるが、JEAC4804

ではシミュレータ訓練施設の認定基準を定めていないため、適切な表現に変更す

ることとした。  

   ②JEAC4804ではシミュレータ訓練施設を認定するとあるが、本認定案ではシミュレ

ータ毎に認定するようになっている。訓練施設単位で認定すべきでないかとの意

見があったが、シミュレータの新設等の変更があった場合を考慮してシミュレー

タ毎の認定とすることで了承された。 
   ③判定機関はシミュレータ訓練施設のマネジメントシステム全般を審査すべきでな

いかとの意見があったが、ISO9001の認証を取得しているシミュレータ訓練施設に

ついては、その確認で代用することで了承された。 
 
（９）原子力発電所運転責任者に係る合否判定等業務に関する規程(案)について 

 事務局より、規程制定案を説明し、以下の意見があった。 

［規程案の内容］ 

運転責任者判定業務に関し、目的、適用範囲、定義、運転責任者に係る基準、判

定スキームの設計及び維持、判定プロセス、受験者を試験する方法等の評価等を規

定。 

［主な意見］ 

 ①シミュレータ訓練施設の認定結果についても運営委員会の確認を受けること。 

②講習資料の評価も行うこと。 

③判定プロセス表現の見直し 

 

（１０）口答試験及び講習の外部委託について 

事務局より、外部委託の考え方を説明し、以下の意見があった。 

［主な意見］ 

   ①委託理由、委託範囲を明確にして委託の方向で進めること。 

   ②委託すること自体はJEAC4804上問題ない行為である。 

   ③試験は委託するが最終の合否判定は原技協で行うため委託してもよい。 

 
（１１）ＪＥＡＣ４８０４に基づく原子力発電所運転責任者判定業務の開始について 

   公表文について事務局より説明して、4月初旬に公表することとした。 

   



（１２）判定業務準備状況評価方案について 

   JEAC4804 に基づく判定機関に対する要求事項の構築状況について諮問委員会で確

認を受ける項目を事務局より説明した。 

    

（１３）運転責任者判定業務工程について 

判定業務開始に向けた工程案を事務局より説明した。 

   [主な意見] 

  ①試験問題委員会の早期立ち上げを検討すること。 

  

（１４）その他 

①次回の運営会議の開催予定を５月１５日(木) １３：３０～１６：３０とした。 

②委員長代理に島津委員を選任した。 

 
以 上 


